6月25日のフォーラム以降の動き by 内田 雅敏
－ 51 － 




 2005 年 6 月 25 日（土）のフォーラム以降、同年 7 月 7 日自民党憲法起草委員会要綱が発表












の意向が強く反映していたことは否めない。しかし戦後 60 年（憲法施行後 58 年）を経る中で、
現行憲法が日本国民の間で定着して来たことはこれまた歴史的事実であり、「占領憲法」云々は、
それこそ「敗戦コンプレックス」「自虐史観」の極みであろう。 
 このような「要綱」を受けて発表される「新憲法第 1 次案」は、さぞかし復古的な内容のも
のとなるであろうと予測された。 
 しかし、実際に発表されたものは、その声高な主張をやや抑え気味のものであり、正直云っ
ていささか意外な感がしないでもなかった。第 1 次案の要点は、憲法 9 条（戦争の放棄）、同
96 条（改憲手続）の改正に収斂されているように思われる。 






 96 条（改憲手続）は、現行の衆参両議院の 3分の 2 以上賛成による発議を過半数に緩和しよ
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うとするものであり、今後憲法改正を容易しようとするものであろう。 












 9 月 11 日の選挙で、小泉自民党が圧勝した。今後憲法制定の動きはますます加速されるであ
ろう。そして 11 月の予定を前倒しで 10 月中に発表されるという自民党の第 2 次案は、1 次案
以上に偏狭なナショナリズムに裏打ちされた、復古的反人権的なものとなることが予測される。
民主党の代表に改憲論者前原誠司氏が就任し、保守の側における「護憲」の重鎮、後藤田正晴
氏も亡くなった。「改憲」を阻止する闘いはいよいよ正念場を迎えることになる。 
